


○平成29年 12月に石山部会部会長、石山地区町内会連合会会長、石山地区まちづくり協議

会会長、石山スポーツ振興会会長の連名で跡活用に関する要望書が提出された。 

・石山南小学校を避難所として引き続き活用したい 

・体育館を残し、スポーツ振興の場として引き続き活用したい 

○市有施設として建物を残すことが難しい中、要望内容を実現するために条件付き民間売却の

方向で検討を進めてきた。 

○購入意欲を持つ民間事業者の存否や、条件の実現可能性などを確認するため、平成30年３

月にサウンディング型市場調査を実施した。

⇒調査期間外も含めて3者の申込みがあり、各事業者とそれぞれ対話を行った。 

グラウンド 

■これまでの検討状況 

サウンディング型市場調査とは・・・ 

対象施設の概要（施設面積、築年数等）や跡活用の基本的考え方などを公表した上で、民

間事業者と対話し、買受け意欲や公募条件の実現性などを把握する調査 



＜売却の条件・方向性について＞ 

■サウンディング型市場調査（結果概要） 

○対話を行った３者の事業内容は、「①スポーツ団体に時間貸しする事業」「②高齢者向けの

社会福祉施設」「③教育施設、宿泊施設などの複合施設」 

○いずれの事業者からも、校舎は引き続き活用することが難しいため取り壊すが、体育館は

残して活用できる旨の回答あり

○ただし、費用負担については、採算性や料金体系の詳細検討が必要とのこと 

■想定スケジュール 

条件を増やせば増やすほど、事業者の参入は難しくなる。 

地域にとって、絶対に必要なことは「条件」として設定し、その他の実施してほしいこと

などは「要望」として事業者にお願いする、という形で進めるのが良いのではないか。 

■条件検討の考え方（提案） 
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＜公募の手続きについて＞ 

＜ゆいま～るとは＞ 

旧もみじ台南小学校を条

件付き売却し、平成 24

年11月から跡活用開始。 

校舎は解体して特別養護

老人ホームなどを新築。

体育館は閉校時のまま活

用し、地域に開放してい

る。 

＜用途地域とは＞ 

都市計画法に基づき、土

地の使い方や建築可能な

建物が制限されている。 

旧石山南小周辺は、大部

分が「第一種低層住居専

用地域」に指定され、良

好な住環境が形成されて

いる。 



＜その他＞ 



＜基本的な売却条件＞ 

○校舎は原則現状のままとするが、解体・建直し等が必要な場合は札幌市と要協議 

○現在の都市計画で定める用途地域は変更せず、現在の用途地域で建築できる用途に限る 

○改修に係る工事費等は事業者負担 

＜地 域 希 望 条 件＞ 

○体育館は現状のままとし、地域の「スポーツ交流の場」「避難所」として引き続き活用 

○施設の一部に「地域交流・地域資料展示スペース」を設置 
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